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デルタ上流部とは,Chainatか ら ChaoPhraya本流を中心 にその分流河川 Suphanburi
(ThaChin),Noi,Lopburi諸河川の流域で,ほぼ Ayuthaya近郊までの地域をさす｡高谷21)

































西方は ThaChin河西岸 NakhonChaisi付近まで,北方は ChaoPhraya河に沿って Non-
thaburi地方まで,東北方は RangSit運河地域南端まで,東南方は BangPakong下流西岸
までひろがる海抜平均 3m,所により5m に達する地域はデルタ徽高地に分類される｡ デルタ
徽高地の一部は古沿海州,古汀線などにあたる部分だと推定され,周辺のデルタ低地よりも約

















1･Ayutthaya 2:PathumThani 3:Nonthaburi 4‥Bangkok








































































して建設 した｡｣とあり,『PhanChanthanumat本』 の小暦932年 (1570A.D.)には,37)城壁
を河川沿岸に移 し,城砦を設けて囲郭を完成させた後,｢東方の KhdPhranakhonの地域に,
以前の水路よりも幅広い水路を掘削させた｡-･-｣とある｡両本の年次の異なりは,いまは問
わないとして, 少なくとも16世紀において 3河川と KhdNa運河に囲まれた Ayutthayaの
プランが完成をみたと考えられる(Fig.3)｡








なくとも10以上を数え, Ayutthaya朝の運河開削事業の大半を占めている｡ これは, いわば
人工的な河道をつけかえによる交通手段の合理化を追求 したものといえる｡ この種の運河開削










































寅年第 4年は小暦1084年 (1722A.D.)と考えられるが, Kaempfer図はもとより, Dela
Loubとre図, さらには1687-8年の Hague国立中央文書館図にさえもこの運河開削跡が確認
できる｡ しかも年代記の記事に見えるTretNoi運河の規模については,1910年代調査の1/5万






















C) 横 断 運 河
短絡運河と同様に船舶航行を目的とした運河であり,年代記には Samrong運河 (Fig.3)
























buri,SamutPrakanなど, い ずれもデルタ下流部の諸国8カ国より徴発 した Phrai3万余を
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二世王治世小暦1176-8年 (1814-6A.D.)には, SamutPrakanと首都 との中間で,元 の
52) ibid.:pp.79-80.



















れ以後, 運河開削 ･改修工事などは, ほとんどすべて Phraiの徳役に代わって華僑労働者を
投入 して展開されていく｡
年代記には上掲の記事にひき続き,Mahachai運河に Sakhonburiで接合 し,臨海のデルタ

































































かくして首都外濠として PhadungKrungKasem 運河 (K.8)は開削され, 3年間を費やし



























































る華僑はその50%以上を占めている｡ タイ人 (Siamese)との比においても,1854年の Pale-
goix66)の数値で5:3である｡旧城内の人口推計を示すと考えられる Maloch67)の1826年と














PadungKrungX.asem 運河 (K8)に接して ChaoPhraya東岸に展開した西欧人の貿易会
社をはるか南方の地域に移転させるというこの申し出により,西欧人との トラブルを減少させ









66) Palegoixの人口推計は次のごとくである｡①人頭税を支払っている華僑:200,000人 ② シャム人:
120,000人 ③コーチシナ,アンナン人:12,000人 ④カンボジア人:10,000人 ①ペグ-人(モ-ン人):












水路には橋がかけられ, 道路網を基軸とす る町割が展開 していった｡72)とりわけ Padung































治世には Nakhon Chaisiにおいて華僑のプランテーションとして展開し, 200-300の華僑

















かつてのモーン人の遺跡 phraPathom 仏塔を修復し自ら王宮を建立した四世王は Nakhon
Chaisiより NakhonPathom までの運河開削を命じている｡




























NakhonChaisiから首都-の水運のルー トは,先の Mahachai運河経由の長大なルー トの
ほかに, NakhonChaisiから束行する,掘削年次不明の Yong運河 (K.12もしくは Bang
Yai運河)水路をたどった可能性がある｡ おそらくこの運河も利用され,ChaoPhraya河の
旧河道 MaeNamOm の曲流部を経て Nonthaburi経由もしくは直接 Bangkokに達したで
あろう｡しかしこの Yong運河は当時きわめて浅く, 乾期においては,船は綱で曳航しなけ
ればならなかったといわれている｡89)ともかく Chedi】∋ucha運河開削によって,これらの水
運のルー トをたどり, サ トウキビ栽培を中心とする畑作地帯は首都の港と結合されていったの
である｡
サ トウキビ栽培の衰退と米価の上昇はしだいに下流部の水田化を明確な目的とする運河開削
をうながした｡ それらの運河は主として1860年代に開削され, とりわけ首都西方の Chao
Phraya-ThaChin両河間のデルタ徽高地に分類される地域に貫通していく｡ 前述のどとく,
デルタ下流部においてもこれらの地域は,デルタ低地にくらべて水稲耕作により適切な条件下
にあったのである｡ そしてこのわずか10年余の期間に, ThaChin 河からデルタ低地をさら
に西行して Maeklong河に達した横断運河を含めて,下流部の三河川を結合する内陸水運の体
系の骨格が首都の西方において完成される｡























Chaisi東北で ThaChin河に注 ぐ長さ 676sen(27.04km)幅 7wa(14m)深さ 6sok(3m)








baht, 1860年で 2,197,121bahtである｡開削資金 88,120bahtはほぼその4･4%に当たり,
その投資額の巨大さが知れる｡
この運河は,先の Yong運河 (K･12)の南を走行 し, NakkonChaisiと首都を結ぶ最短距
離の水路となり,この地域の米,サ トウキビなどの首都への水運を開くと同時に,沿岸荒蕪地




























Mahasawat運河沿岸の Nonthaburi,Bangkok側, および ThaChin河口に 近接 した部
分は,交通至便であり,運河開削直後か もしくはそれ以前に,土地占取が行なわれたと考え ら
れる｡四世王は運河中央部の荒蕪地を 2.4kmx216m という運河に沿 う長地型地片に分割 し,
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東南アジア研究 11巻1号
局水田文書 K.S.3.3/31号ファイルに含まれる Ratanakosin暦122年 (1903A･D･)6月1日付






























































合 した先の SunakHon運河 (K･6)を補完して,ThaChin,Maeklong両河問の水運をより
発展させるものであった｡Maeklong流域の Ratburiを中心とする米や Maeklong河の自然
堤防上の華僑プランテーションの果樹などは,103)曲流して航行困難な臨海地帯の既存運河に










『年次別法令集』所収の ｢Ⅰ'hasiCharoen運河開削令｣ [小暦1227年 (1865A.Ⅰ).)]104)によれ
ば,華僑徴税請負人である phraPhasiSombatboribun(PhoJin)は SamutSakhon領内の
ThaChin河東岸から首都近郊の BangkokYai運河(Fig.9･ll)に達する運河開削を提案して
いる｡ しかしこの年果樹園税 AkonSuanYaiおよび米穀税 PhasiKhaoが徴収105)されず,




｢寅年 〔小暦1228年 (1866A.D.)〕阿片税の徴税請負人である phraPhasiSombatboribunに,阿片税












この運河は先の DamnoenSaduak運河 (K.14)と結合 し, 南方 を走行する MahaChai
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